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１
０
月
４
日
、
西
伊
豆
で 

第
４
回
総
会
開
催
！ 

 
 

 

理
事
長 

香
川 
修
司 

    

東
朋
会
が
一
般
財
団
法
人

と
し
て
再
発
足
し
て
、
３
年
が

経
過
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
事
業
活
動
で
は
、

理
事
役
員
が
相
次
い
で
入
院
や

手
術
を
受
た
り
、
又
、
家
族
の

介
護
で
活
動
を
休
止
す
る
人
が

多
く
出
ま
し
た
。
実
務
を
そ
れ

ぞ
れ
分
担
し
、
協
力
し
て
事
業

方
針
の
実
現
に
努
め
ら
れ
た
事

に
感
謝
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

東
朋
会
を
取
巻
く
環
境
は 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
財
政
・
金
融
不
安

に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
不
況

の
中
で
、
中
国
も
成
長
が
鈍
化
、

領
土
問
題
で
反
日
運
動
が
暴

徒
化
、
新
興
国
も
食
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
イ
ン
フ
レ
か
ら
庶

民
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
ア
ラ
ブ
世
界
で
は
民
衆
革 

命
と
な
り
、
政
権
交
代
や
シ
リ 

     ア
内
戦
が
起
き
、
不
安
定
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
も
東
日
本
大
震
災
以 

来
、
復
興
の
遅
れ
と
急
激
な
円

高
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
低
迷

が
続
く
中
、
三
党
合
意
し
て
、
消

費
税
増
税
法
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
将
来
の
生
活
不
安
が
大

き
く
な
る
中
、
与
野
党
の
政
党
へ

の
不
信
感
か
ら
、
領
土
問
題
と

相
ま
っ
て
、
強
権
的
な
政
党
・
政

権
へ
の
流
れ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

又
、
東
日
本
大
震
災
の
反
省
か

ら
、
今
後
の
大
震
災
の
想
定
が

見
直
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
震
災

で
は
３
２
万
人
の
死
者
と
い
う
想

定
は
多
く
の
市
民
に
衝
撃
が
走

り
ま
し
た
。
原
発
の
リ
ス
ク
も
明

ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
反
原
発
の

運
動
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

身
近
で
は
、
私
達
の
出
身
会

社
も
災
害
と
不
況
の
中
で
、
事

業
の
縮
小
、
移
転
を
迫
ら
れ
、
特

に
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の
福
島
地

区
で
は
工
場
閉
鎖
に
伴
い
早
期

退
職
が
１
７
４
名
出
る
な
ど
、
後

輩
に
と
っ
て
厳
し
い
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
又
、
相
模
事
業
所
の
被

災
に
よ
る
事
業
の
移
転
に
よ
り

東
洋
通
信
機
の
面
影
も
薄
く
な

り
ま
し
た
。 

事
業
活
動
の
評
価
と
ま
と
め 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
東

朋
会
の
事
業
活
動
を
以
下
の
よ

う
に
展
開
し
ま
し
た
。 

１
．
会
員
の
拡
大
活
動
で
は
エ
プ

ソ
ン
ト
ヨ
コ
ム
の
現
役
組
合
員
の

電
機
共
済
の
継
続
加
入
に
と
も

な
う
新
入
会
員
や
早
期
退
職
者

を
合
わ
せ
て
５
９
名
を
受
け
入

れ
る
と
と
も
に
、
今
年
度
初
め
て
、

移
動
無
線
事
業
部
Ｏ
Ｂ
へ
の
呼
び

掛
け
や
「
集
い
」
を
支
援
し
、
年

間
で
あ
わ
せ
て
９
１
名
の
入
会
が

あ
り
、
現
在
正
会
員
は
４
５
０
名

を
越
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

２
．
財
政
運
営
で
は
資
金
運
用
の

改
善
を
図
る
な
ど
、
財
政
収
支

を
改
善
す
る
事
。
財
政
収
支
も

資
金
運
用
の
改
善
（
運
用
益
６
０

万
円
増
、
利
回

1
.8

2
%

）
な
ど
で
、

赤
字
幅
を
４
５
７
万
→
△
３
９
５

万
円
と
改
善
で
き
ま
し
た
。 

３
．
福
祉
事
業
で
の
災
害
対
策
で

は
「
高
齢
者
の
た
め
の
防
災
フ
ァ

イ
ル
」
を
災
害
対
策
の
多
く
の
ニ
ュ

ー
ス
や
話
題
の
中
で
配
布
で
き

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、

政
府
や
多
く
の
自
治
体
の
防
災

資
料
を
参
考
に
討
議
し
、
自
主

防
災
で
役
立
つ
よ
う
に
見
や
す

い
パ
ン
フ
に
編
集
し
ま
し
た
。 

４
．
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
替
課
題
で

は
、
用
途
地
域
、
固
定
資
産
税

水
準
、
老
朽
化
と
耐
震
性
の
調

査
が
済
み
、
具
体
的
計
画
の
段

階
に
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

５
．
地
域
支
援
事
業
で
は
福
島
の

拠
点
事
務
所
の
設
立
の
準
備
が

始
ま
り
、
予
算
化
を
図
り
ま
し

た
。
従
来
の
行
事
活
動
に
つ
い
て

は
水
準
を
維
持
し
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
な
事
業
活
動
の

評
価
と
ま
と
め
の
中
か
ら
新
年

度
の
事
業
方
針
を
着
実
に
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

東
朋
会
ミ
ニ
通
信 

 

信 
発
行
者 

香
川 

修
司 

連
絡
先 

事
務
局 

加
藤 

光
義 

 
 
 
 
 
 

０
４
６
７
・７
３
・０
５
１
５ 

編
集
者 

小
倉 

進
・島
津 

晃 

東朋会カレンダー １０月 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 
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21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31     

 

会
員
情
報 

 

４
５
９
名(

９
月
１
０
日
現
在) 

＝ 

新
会
員 

＝ 

青
柳
勇
二 

小
泉
誠
二 

村
上
新
一 

＝ 

慶 

事 

＝ 

[

８
０
才] 

傘
寿 

手
塚
静
江 

更
に
ご
活
躍 

下
さ
い 

 
 

 
 

訃報  北川博孝（6/23） 

今村 孝 （8/31） 

謹んでお悔やみ申し上げます 

１ 

１ 

 

理事長 

 香川 修司 

『 お知らせ 』 

－電機連合健康共済の取扱い－ 

セイコーエプソン労組から、健康

共済の取扱いを東朋会が業務を引

き継ぐことになりました。従いま

して、健康共済の申請・手続きが

必要な方は東朋会事務局までご連

絡下さい。 

東朋会事務所 ０４６７－７３－０５１５ 

 

１１月  ※□がお休みです 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30  
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４ 

立
花
宗
茂
と
武
士
道
（
２
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
柳 

隆
夫 

虎 

退 

治 

華
も
実
も
あ
る
戦
国
一
の
義

勇
の
将
と
い
わ
れ
た
立
花
宗
茂
、

韓
国
の
ソ
ウ
ル
へ
観
光
で
行
っ
た

と
き
の
事
で
す
が
。
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
の
話
が
、
文
禄.

慶
長
の
役

の
話
に
な
っ
た
時
に
、
彼
女
が
、

「
加
藤
清
正
・
立
花
宗
茂
・
小
西

行
長
・
島
津
義
弘
な
ど
が
攻
め

て
き
た
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

有
名
な
大
大
名
の
中
で
、
立
花

宗
茂
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
物
か
、
朝
鮮
で
は
ど

ん
な
戦
い
を
し
た
の
か
。
関
が
原

の
合
戦
で
西
軍
で
あ
っ
た
の
に
、

何
故
、
再
び
大
名
に
復
帰
で
き

た
か
。
そ
れ
か
ら
、
興
味
が
沸
い

て
き
ま
し
た
。
調
べ
れ
ば
調
べ
る

ほ
ど
、
す
ば
ら
し
い
人
物
で
あ
る

事
が
判
り
ま
し
た
。 

 

筑
後
柳
川
十
三
万
石
大
名
の

彼
は
、
僅
か
な
兵
力
で
多
く
の

兵
力
と
戦
い
、
一
度
も
負
け
て

お
ら
ず
、
軍
事
的
才
能
は
素
晴

ら
し
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
お

よ
そ
三
千
人
の
軍
勢
で
国
内
で

は
秋
月
種
実
、
島
津
忠
長
、
京

極
高
次
、
鍋
島
直
茂
ら
と
戦
い
、

朝
鮮
の
役
で
は
碧
蹄
館
の
戦
い

で
先
陣
と
な
っ
て
、
ウ
ン
カ
の
よ

う
に
や
っ
て
来
る
明
国
・
朝
鮮

連
合
軍
十
五
万
の
大
軍
を
打

ち
破
り
、
蔚
山
（
う
る
さ
ん
）
城

で
は
明
国
・
朝
鮮
連
合
軍
五
万

を
け
散
ら
し
、
籠
城
中
の
加
藤

清
正
を
救
援
し
、
露
梁
津
の
海

戦
で
は
、
軍
船
が
針
ね
ず
み
の

様
に
な
り
な
が
ら
も
、
朝
鮮
海

軍
の
名
将
李
舜
臣
を
倒
し
、
小

西
行
長
の
救
出
を
し
て
い
る
。 

細
や
か
な
心
配
り 

彼
は
、
「
戦
は
兵
数
の
多
少
で

は
な
い
、
一
和
に
ま
と
ま
っ
た
兵

で
な
く
て
は
、
ど
れ
ほ
ど
大
人

数
で
も
勝
利
は
得
ら
れ
な
い
。
」

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
私
利
私

欲
で
は
動
か
な
い
。
関
が
原
の

戦
い
の
時
、
徳
川
家
康
か
ら
五

十
万
石
で
誘
い
を
受
け
て
も
、

大
名
に
取
立
て
て
く
れ
た
秀
吉

へ
の
恩
か
ら
躊
躇
な
く
大
嫌
い

な
石
田
三
成
ら
の
豊
臣
方
に
付

き
ま
し
た
。
関
が
原
の
合
戦
の

と
き
京
極
高
次
の
守
る
大
津
城

を
攻
め
落
と
し
ま
す
が
、
そ
の

日
、
関
が
原
で
は
西
軍
が
負
け
、

宗
茂
は
大
阪
城
へ
引
き
揚
げ
ま

す
。
そ
の
途
中
、
三
成
軍
が
、
勢

田
の
唐
橋
を
焼
き
落
と
そ
う
と

し
た
時
、
「
橋
が
な
い
と
、
庶
民

が
難
儀
す
る
か
ら
」
と
止
め
さ

せ
ま
し
た
。
の
ち
に
、
こ
の
話
を

聞
い
た
徳
川
家
康
は
、
「
聞
き
し

に
ま
さ
る
細
や
か
な
心
配
り
よ
、

立
花
宗
茂
は
華
も
実
も
あ
る

武
将
だ
」
と
い
っ
て
感
心
し
た
。

大
阪
城
で
は
、
徹
底
抗
戦
を
訴

え
ま
す
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

柳
川
へ
引
き
揚
げ
ま
す
。 

 
 

 

将
が
一
番
の
実
践
者 

柳
川
で
は
、
攻
め
て
き
た
三

万
の
鍋
島
軍
と
戦
い
ま
す
が
、

加
藤
清
正
の
仲
介
で
城
を
明
け

渡
し
、
浪
人
と
な
り
ま
す
。
城

を
出
る
と
き
、
大
勢
の
庄
屋
や

百
姓
達
が
別
れ
を
惜
し
み
号
泣

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
な

家
臣
を
引
き
つ
れ
旅
に
出
ま
す
。

宗
茂
３
４
歳
で
し
た
。
こ
の
旅
で

は
、
家
臣
た
ち
が
人
足
や
虚
無

僧
な
ど
し
て
働
い
て
稼
ぎ
、
ま
た
、

元
家
臣
か
ら
の
仕
送
り
で
生
計

を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
話
を
聞
い

た
、
将
軍
徳
川
秀
忠
は
感
激
し
、

立
花
宗
茂
を
御
書
院
番
頭
（
将

軍
の
警
護
の
役
）
五
千
石
で
召

抱
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
徳

川
家
康
に
弓
を
引
い
た
宗
茂
が
、

三
河
以
来
の
直
参
大
名
よ
り

信
頼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

奥
州
棚
倉
一
万
石
の
城
主
に

任
ぜ
ら
れ
、
大
名
と
し
て
復
活

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柳

川
の
城
主
で
あ
っ
た
田
中
忠
政

が
死
ぬ
と
、
秀
忠
は
田
中
家
を

取
り
潰
し
、
そ
の
あ
と
の
柳
川

十
三
万
石
を
宗
茂
に
与
え
ま
し

た
。
将
軍
秀
忠
か
ら
、
任
ぜ
ら

れ
た
時
、
「
家
臣
が
喜
び
ま
す
」

と
場
所
を
は
ば
か
ら
ず
男
泣
き

を
し
た
。
関
が
原
の
合
戦
で
城

を
無
く
し
て
以
来
二
十
年
後
、

も
と
の
城
へ
復
帰
し
ま
し
た
。
多

く
の
譜
代
の
大
名
で
す
ら
、
取

り
潰
さ
れ
て
い
る
中
で
、
西
軍
の

し
か
も
徹
底
抗
戦
し
た
大
名
が
、

元
の
城
に
復
帰
す
る
奇
跡
を
起

こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
九
州
各

地
か
ら
、
元
家
臣
を
呼
び
寄
せ

ま
し
た
。
そ
の
ご
、
伊
達
政
宗
な

ど
と
相
伴
衆
（
将
軍
の
相
談
相

手
）
と
し
て
、
秀
忠
・
家
光
に
大

切
に
さ
れ
ま
し
た
。
立
花
家
は

そ
の
後
、
明
治
ま
で
徳
川
家
に

忠
義
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

本
物
の
武
士
道
と
は
、
死
ぬ
こ

と
に
あ
ら
ず
、
戦
に
な
っ
た
ら

勝
つ
こ
と
で
あ
り
、
常
に
正
義

を
実
践
し
、
将
が
そ
の
一
番
の

実
践
者
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
は
な
し
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
立
花
宗
茂
と
武
士
道
」
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

立花宗茂 

―
⑤
高
齢
者
の
運
転
特
性
― 

高

齢

運

転

者

が
事

故

を
起

こ

す
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
▼

そ
の
傾

向

は
自

動

車

等

の
運

転

中

に
高

齢

者

が
加

害

者

と

な
る
事
故
が
増
加
し
、
事
故
の

傾

向

と
し
て
、
出

会

い
頭

衝

突
・
右
折
時
衝
突
等
。
法
令
違

反
で
は
、
一
時
不
停
止
・
信
号

無

視

・
優

先

通

行

妨

害

等

の 

 
 

 
 

 

割
合
が
高
く
、
死
亡 

事

故

の
割

合

も
高

く

な
っ
て
い
ま
す
。
▼
高

齢

運

転

者

の
主

な
事

故
原
因
で
は
、
相
手
の

車
を
見
落
と
し
て
し
ま

う
。
相
手
の
速
度
を
間

違
っ
て
認

識
し
て
し
ま

う
。
信
号
・
標
識
を
見

落

と
し
て
し
ま
う
。
機

敏

で
巧

み
な
行

動

が

ま
だ
出
来
る
と
い
う
錯 

覚

が
あ
る
。
気

付

い
て
か
ら
行

動

す
る
ま
で
に
時

間

が
掛

か

る
。
▼
高
齢
運
転
者
は
、
様
々

な
情
報
を
収
集
し
、
対
応
す
る

こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て
い
て
、
若

い
時
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
疲
労

時
の
回
復
力
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
も
そ
の
表
れ
で
す
。
（
光
） 

車社会と高齢者  
高齢者、もう一度確かめる 右・左！ 

４ 


